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•

海
面
稼
方
*
即
ち
漁
業
撖
の.肫
题
は
、
德
川
時
代
に
於
い
て
も
相
常
厄
介
な
も
の
で
あ
つ
た
ら
し
い
。
明
治
サ
八
年
農
商
務
省
水
產 

調
霖
調
齊
に
依
5

#

時
、
漁
業
裁
許
例」

に
は
酉
四
十
餘
件
を
收
錄
し
て
，ゐ
る
。
勿
論
こ
れ
は
河
川
の
分
も
含
め
て
は
ゐ
る
が
、 

こ
れ
で
全
部
で
は
な
い0
私
の
龛
集
し
得
た
僅
か̂

資
料
中
に
も
、
二
三
漁
業
權
'に
閼
す
る
も
の
が
あ
る
。
こ
X

.

に
紹
介
し
ょ
ぅ
と
尼 

ふ
の
は
、‘羽
田
附
近
の
漁
業
に
關
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
こ
の
地
，の
漁
業
權
は
か
な
り
古

，：

s

時
代
か
ら
問
題
と
な
つ
て
ゐ
た
も
の
ら
し 

い
。「

取
京
府
民
政
史
料」(

大
正
九
年
刊)

1
八
頁
以
下
に
、
德
川
時
代
羽
田
近
海
採
藻
に
關
す
る
こ
と
と
題
し
、
正
德
五
尔

(

一
七
一
‘五) 

訴

訟

判

.及
び
延
享
元
年(

ー
七
叫
四)

和
融
書
付
の
ニ
文
書
を
收
錄
し
て
ゐ
る
。
霞1

ゐ
.る
も
'の
で
あ
る
が
、'深
川
獵
師
町
以
下
諸
町.と
.六
鄕
領
弱
田
、
：欠
森
の
諸
村
と
、
.の
#
'で
*
深

川

側

は

十：！

來

が

ら

御

領

所
.內

海

の

分

'は 

入
會
で
I

か

ら
-
羽
田
火
森
の
村
下
へ
漁
獵
に
出
て
も
ょ
い
と
主
張
し
、
羽
田
伽
は
入
#
.で
な
い
と
主
張
ず?,
'

o
■
結
局
こ
の
'判
決
は 

羽
田
大
雜
側
妗
勝
利
に
歸
し
、
そ
：
.の
漁
業
權
が
確
認
さ
れ
た
わ
け
で
あ.る
o 

t
t
'
fc
後
，に
紹
介
ず
る
文
書.に
關
係
あ
：る
點
で
、
法
意
し 

て
置
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の.は
、
羽
出
大
森
の
答
唞
中
に
次
ぎ.

Q:

如
き
句
が
あ
る
こ
と
で
あ
る
。

羽3

海
面
稼
方
■

す
蠡
爭 

'
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ニ
ハ
：九
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羽
田
海
面
橡
方
に
關
す
る
.紛
.爭 

九
0 

C

 

'

「

羽
田
も
當
浦
貝
獵
を
以
致
渡
世
、
大
淼

t

村
前
之
貝
類
藻
草
等
を
以
田
畑
こ
や
し
致
來

」

"
：

又
漁
獵
の
範
園
を
、
北
は
大
森
时
御
林
町
油
境..

一

之
薄
杭
跡
疾
南
捧
杭
跡
內
輪
と
指
定
し
：
‘て
：ゐ
る
點
も
後
に
多
少
關
係
が
あ
る
？

,延

享

元

年

，
の

事

件

は

、

;'
荏
原
：郡
下
袋
村
が
羽
田
大
森
の
諸
村.を
訴
へ
た
の
で
あ
づ
て
、
そ
の
主
張
す
る
と
こ5,は
、.
.卞
：袋
村
は
古
來 

桃
谷
村
と1;

村
で
あ
つ
た
關
係
上'
,海
岸
で
は
な
い
が
、
釉
谷
村
磯
で*
:̂
貝
類
を
採
取
し
て
ゐ
た
の
に
、
羽
田
大
森I

が
こ
れ
が 

差
此
を
中
越
し
て
來
た
が
、
そ
れ
は
心
得
難
い
と
写
ふ
0
で
あ
る
0
羽
m
大
森
侧
は
そ
れ
は
僞
り
で
あ
る
。
隣
村
だ
か
ら
多
少
の
藻
草 

貝
鉗
を
手
取
り
に
す
る
と
と
は
從
來
見
逃
し
て
ゐ
た
。
然
る
に
當
牢
舟
で
乘
出
し
へ
鍊
羽
ロ
と
表
ふ
道
具
で
貝
類
を
取
つ
て
商
寶
に
す 

ろ
か
ら
、
差
]!
:
め
た
の
で
あ
る
。
下
袋
村
は
元
來
嘰
付
で
な
く
そ
の
權
利
は
な
い
と
主
張
し
た

:0
こ
れ
も
亦
大
體
羽
田
大
森
側
の
中
；張 

が
通
り
、
下
袋
村
は
從
來
の
憤
例
と
し
て
手
取
り
は
認
め
ら
れ
た
が
、
他
は
證
據
不
十
分
と
し
て
却
下
さ
れ
た
の
で
あ
つ
た
。

こ
の
，海
而
.の
漁
業
權
に
關
し
、
世
に
公
判
さ
れ
た
も
の
：で
管
見
に
觸
れ
た
も
の
は
、
以
上
の
}
一

 
つ
.だ
け
で
あ
.る
。
と
こ
ろ
が
と
の
海 

m
の
問
題
は
そQ

後
も
絕
ぇ
ずs

ろ
く
な
問
題
が
.あ
つ
た
や
.ぅ
で
あ
る
。
深
川
獵
師
町
を
排
除
し
、
さ
ら
に
磯
つ
き
な
ら
ざ
る
げ
 々

を
除
去
し
た
羽
田
大
寐
の
諸
村
は
彼
等
相
互
の
間
に
爭
ひ
を
惹
^
し
た
の
で
あ
る
。
彼
等
の
爭
ひ
は
*
す
で
に
芷
德
享
保
の
頃
に
起
つ 

た
も
の
で
あ
つ
て
、
前
述
せ
る
如
く
羽
田
側
が
純
粹
漁
村
で
あ
る
の
に
對
し
、
大
淼
側
が
農
村
で
あ
つ

-て
、
肥
取
の
た
め
の
漁
獵
で
あ 

つ
た
こ
と
に
、
端
を
發
し
て
ゐ
る
。
最
初
羽
田
側
諸
村
が
天
保
十
一
年

(
一
八
四
〇〕

に
提
出
し
た
訴
訟
狀
を
紹
介
し
ょ
ぅ0
 

「

乍
恐
以
書
付
御
訴
訟
泰
申
卜

：

候 

’

中
村
八
太
夫
御
代
官
所

 

，

メ 

武
州
歡
原
郡
南
品
川
獵
師
町
'

大
井
村
之
内

魚
獵
出
入

羽
：

E

海
而
稼
方
に
關
す
る
紛
爭
，

.

铒
林
獵
_

町
.

羽
田
獵
師
町

同
當
分
御
預
'リ

所

‘
：

同

州

橘

猫

郡
'，
:
坐

麥

浦
 

0
 

新
宿
浦 

神
奈
川
獵
師
町 

:

右

六

：
ダ

浦

獵

.
®
浦

役

人

傯

代
 

■;
'
パ

羽

田

獵

師

町
 

露
人
組
頭

'
利

'
肋

 

:

御
秫
獵
師
町
:

/

:'
■
同

....：
：
,

'

:

獵師頭忠兵衞 

,
..
:
坐
麥
浦 

同
；

¥

 

f

重

ぬ

郞

揮
裴
與
右
衞
門
樣
御
知
行
所 

同
州
橘
樹
郡
小
田
村

相
手 

名
主
，
甚
左
衞
門

九
'

1
C

1

六
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.,
_

田
海
诃
線
方
に
關
す
る
.盼
爭

r

-j

■:)

同

間
宮
庄
，五
；郞
機
御
知
行
所 

.パ
同
^E

 

郡！
^
 

同同

.

」

，
 

小
幡
監
物
樣
御
知
行
所'. 

同
州

同

郡

同

村
. 

同

:

同

，

中

村

八

太

夫

御

代

官

所. 

同
州
同
郡
同
村

•-
■
■:同

''
.
'て
：

.同

：

,
.

.
同
御
.代
官
所

_

パ

■
.;
::同
州
同
郡
菅
澤
村

へ
同
'
.:
ノ 

.

.
同
.ぐ

.印
寄
"

平

丘

ハ

，衞

名
中
：
藤

藏

 

紐頭
：
.

權：.

兵
衞

名

主

三

郞

兵

衞
 

牢
寄
五
郞
右
衞
門

名
主
左
五
右
衞
門 

同

重

兵

衞

名

主

傳

左

衛

門
 

年

寄

太

兵

街

名
主
' 

藤
.
右
.衞
門

間

成、

藏

羽
曲
海
前
線
ガ
咚
關
^

を
.粉
爭
.

同
御
代
官
所

.

同
州
苘
郡
潮
田
村

同
'
.
.
.

岡
' —

同
御
代
官
所
：：:
,
'
:
,'- 

く
':

同
州
同
：郡
苽
子
安
村.

.

同 

名
主
'
思

右
.衞
，門
丨

名
主
源
翁
衛
門
幼
年I
 
二
咐
後
说 

同 

苹

寄

德

，
■

兵

f *

同
御
代
官
所
：
'

州
同
郡
西
子
安
村 

.

司
::
:

名主.
久治郞

同
”

.年

寄

長

右

衛

門

同
御
代
官
脱
.'
'
,

ヽt

州
同
郡
渡
田
村

.

同
.、：

名
主
'
太
' 

■
平
.

.

_
;-
同
，
.
莰

左

氍
H

:

s
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方
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同
外
同
甜
下
新
^
村 

「

同 

、名
、

H
T

彥

兵

ノ

衞 

‘
4

资
四
郞
右
銜
門

.

:

向

：

同
御
代
官
所
へ 

じ
:;
;
.
}
:
勒

州

同

郡

大

嶋

村

名

主

十
1

* 

苹

寄
■'
權

.

.藏

'■
同

同
御
代
官
脈
-
::
:
.
.
. 

,

■.
'l
'
'
-'
;
い
同
州
同
郡
池
上
新
田

:岗
；
：

. 

'名
：主

直

：

藏 

,

同 

'
:年

寄
.治
.右

输

：ぼ 

同
御
代
官
所
シ
.

…

.
：

/
: 

v
:
,
r
/-
,
:
同
州
同
郡
稻
荷
新
田

.;

.尸
同
七
发
樹
門
組
名
虫

'
太
左
衞
.！

：
:

同
六
郞
岔
衞
門
組.名

主
U

ハ
^
左
衛
門

:
.
n 
へ
：'同
州
同
.郡
川
中
島
付
：

：

r

同
.
>ニ
-
.ク
へ
'

「
'「齡

3
1

久
.右
.辩

門

.

:
太

郞

茁

衛

門
：

同
觀
代
實
所
1

.

.ニ
l
r
+
,

\-病

同

州

同

郞

大

飾

河

原

村
.'
i

+

.左

五

右

衛

門
:

:

-i
'

.

p

v

.

’
_

'

••

.
同
,

重

治

都
 

'

1
：

御
代
^ :
脾

ノ
：
.

.
:
;ジ

，：.同
州
同
郡
桃
谷
村
：

.,

同

.

.
¥寄

善

治

.郞 

:

*
 ,同 

同

茂

右

衞

鬥
 

同
御
代
贫
呢
::
.

•:
,ン
ス■!:

州
同
郡
取
大
森
村

:.
.同 

，名
主
兵
左
衞
門 

同 

牟

寄

吉

兵

衞 

同
御
代
官
所
:」

'
'

:
v:
:'
I
î
同
郡
北
大
森
村

-.
'■同 

年
寄
五
右
衛
門

九
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置
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稼
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攀

九
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一
七
0:
0)

.

:

間

■:
:
助
.左
一
衛
門
：

同
御
代
-
s

i
v̂i
-'
.

:
'.v
,
r:
;
lw
l
:
'
w
fn
l
郡
西
大
淼
村

.
同
。
 

名
主
へ.
甚
：
兵

%

.

. 

.
同
' 

' 

-

苹

寄

彌

兵
1

衞

同
御
代
肾
所
::
.':
:

'

:

八
:'
:
'
'
.ハ
同
州
同
郝
不
入
斗
村 

.

.

.晛
’ 

名

主

太

左

.衞
門 

:

同 

年

弩

庄

左

：衞
門 

右
訴
訟
人
、
利
肋
、
忠
兵
衞
、
十
次
郞
一
同
奉
申
上

i:、

糞

浦

方

之

儀

裏

_
百

姓

芽.と
違
、
乍
恐
御
入
國
以
來
、
御

-S

緖

有
之
、
大

切

之

親

錯

繁
■

昨
上
、
御

府

內

鎏
S

、
碁

麄

爵

成

之
f

、
年

獵

S

歸

用

、
其
外

愈
貝
類
御
好
御
用*
.極
i
相
勤
能
在
、
往
古̂

廣
場
之
海
面
進
退
仕
、
御
當
地
金
杉
：浦
、
本
芝
浦
幷
南
品
川
獵
師
町
、
大
.井
村
之
內 

御
林
獵
帥
町
羽
仔
織
如
町
生
麥
浦
、
新
措
浦
、
神
奈
川
獵
師
町
、
右
八
ケ
浦
組
合
、
御
菜
御
肴
代
永
幷

e
：

々
正
愈
無
代
上
納
仕
、 

其
外
船
役
永
と
號
、
浪
面
御
苹
貢_
ト
；納
、
從
古
來
御
用
向
精i
大
切
一
一
相
勤
、

:̂
加

至

極

難

有
a：
：

合

奉

存

办

、
尤

羽

田

浦

之

儀

t
、 

北
i
御
林
町
浦
境
一
之
潯
杭
跡,
、
南
{
生
麥
浦
境
東
南
之
棒
杭
跡
迄
、：
'.
;海
«
.
.四
與
八
町
余
進
退
罷
在
、
羽
田
生
麥
附
浦
之
儀t
大 

浦51

宿

之

、

一

鉢

私

共

浦

ュ

之

儀

i 

•田
畑
無
之
*
居
屋
敷
而
巳
之
獵
師
百
姓.

II
而
V
:海
面
ヲ
田
畑
同
.
«

II

相
.心
得
、
大
勢
之
獵
師 

共
、
海
業
而
已n

而
父
母
妻
子
扶
助
養
育
罷
在
、
然
ル
處
海
面
無
役
之
相
手
村
i 
ニ
お
ゐ
て
不
法
之
働
仕
^
故
、從
，前
も
度
i
及
出
入
、

&

^

^

許
有
之
ジ-
^

紳
役
.所
*
^御
觸
渡̂

^
-.
7

^

ぇ
み
.
.磯
附
村.么
之
-'
1

^

洪
、''
.脃

漁
- 1

萆
浪
^

^

海
妙
#

义
"
何
れ
も
居
村
下
ー
べ 

眼
他
村
他
浦
穿
入
％

ー
肥
議

_

思

茗

突

、':贅
引
^

.黑

小

警

限

決

響

淵̂

外

藩
>

f

>

v
切
不
相
成
、 

貝
_

&

:«

渉

行
-^
%

相

機
-

•

デ
而
働
卟
義A
難
成
0:

且
取
撝：

外
漁
貝
由»

肥
食
用
ミ.致
^

迄
ニ.

U

«

、： .：

實
買
又
t

仲
- m

問
摔
江
戶

廻

^

等

ハ

決

繫

相

腺

極

、

^
2
3
^
肷
冲
義
1

%

^

'

K
土 

_ 

ニ
：
看

、
.
-羽
.屮
獵
肺
町
-̂
濱
荽
義
觸
出
、
十
月
下
旬
汐
十
一 

月

上

旬

之

E

霸

相

觸

咖

賛

柯

右

濱
.貝

類

聪

德

轉(

嚴

敷

塞

羅

、.■八

ヶ

變

._

無

難

海

議

世
、
浦

役

御

.
用

向

相

:

右
濱
^

■

を
破
.り

：.腰
卷
と
申
道”

具
^

以
V 

:

^
盜
掠
致
ひ̂

上
«

附
扰
^

|

^

黑

小

觀
&

* 

:

M太
淼
村
之
も
：
§
>

'

.重

.立
先
.規
土
.
振
、
新
規
太
形
ニ
仕
直
鐵 

岩
細
卦
之
網
を
用
、
：
八

ゲ

籠

場

晝

夜

現

.荒
じ
.

|

辨

'讓

中

藻

茳

馨

外

讀

激

之

子

胤

釔

取

絕

必

、

.相
手
之
内
小1-
-
|
1、
菅
瀑
、

■ 

潮

肖

)

子
安
:.
'
>艘
田
*
、
下
新
田
、
太
嶋
、
：

 

一
*

!

^

1之

警

：獵
師
大
切
之
藻
を
掘
起
：い
；、又

!€

対
取
2

^

と
申
道
其̂

以
■ 

一
一, 

^

^

㈧

^

^

叢

彳

或

も

藻

塞

竹

筒

相

伏
’

魚
^

子
谳
盡
す̂

獵
專
相
稼
^
ヾ
變
軟
六
来
气
栩
霧
カ
不
法
之
相
働
卟
一
一 

付

及

吳
㈧

處
;.
*

'

最

も

：先
規
迖f

对
_

旨
、

#

涵

等
‘數
通
取
镫
昨
得
共
、
村
4

. 

■

賺

之
■

共
と
見
掠*
‘一
强
勢
增■

*.
»

.白
婣
_

藻

迎
:.
!
)
:
2明

觸
^

-之

淵

邊

變

權

出.
斑
場
差
妨
、
取
撝
外
' 

屋
^

^

^
し
>

齡
^

相
芾
之̂

^

相
种
^

^

^

^

^
年
寄
投
も̂

^

居
1
V仲
貿
問
屋
致.
稻
荷
新
样
，
'
七
左
猄̂
-: 

組
苗
«

麗

：、
：喜
爲
義|

_

無

泚

相

始
£

_

場
往
呻
、
兹

芦

廻

如

、

〕

：寶
買
仕
、
：

：

何
祿
差f

外
而
<

 

襲
而
巴
中
募
相
止
不 

中
、
八

ゲ

雄
.同
及
酿
治
你
符

”
：
去

荽

浪

車

：
磯

附

村

2
相
手
取
,'
:
"當
御
_
行
所
«
毫
出
訴
御
颇
外
處
、
寒

及

不

法

昨

事 

.
■
.

^

|

^

«
上
：

」

ぐ
留
訴
.可

仕

筋

馨

、
：
：

_

^

解̂
被
仰
聞
:̂
間
、
さ 

.恨A

差
.
 

呼
^

^

、̂〈

知

前

騷

敷

可

相

成

旨

：
ー

-1
.中

之
.昨

同

：
：：
：
先

規

之

通

支

.

1
役
.經

.御
觸
流
1

願
> (

撕
御
觸
渡
御
座
㈨
處
.、
：其
後
f
 

羽

温

農

資

關
y
を

馨

、
 

4

、
 

U
;

七
P

C



“

；羽'田
海
15
1
'稼
方
.に
寵.す
，る
；粉#

九
、

'

0

'七
0

ニ
ノ

»

.大
森
村
之
者
共
、
：11
立

相

靠

上
^

同
細
合
.、
ヘ
大
卷
：と

遵

具

：ヲ

.以
;-
'
-
>獵

師

同

様

貝

類

螫

仕

、
日
•々
.に
た
り
®
數
艘
ユ 

十
而
a*
持
S

し
寶
貢
仕
t

#

、
，：雛
捨
置
>

闾
去
.月
t

¥

右
貝
類
社
戶
穣
船M

艘
補
狎
昨
處
、
'稻̂

v

龙

銜

門

、
，
池

上

薪

_
悠
七
"
.雔

瓦

郞

ハ

；

A
藏
;̂
:和
#
辨

：1
1付
3
則
右
衬
役
入
洪
在
及
懸
合
卟
處
、
.：右
尾
張
様
御
用
！一

 
付
、
深
川
干 

—

場
江
積
.送
り
脃
物
と
寶
替
敷
办
：杯
、
£容
葛4>
成
.義
_
之

外

得

共

、
；
.
肥

取

替

之

義

\
豪

年

中.及

出

入

、

決

而

不

相

成

極

.
ニ

有

之

處

、 

、佾

共

如

靈

昨.11#、

.

.尾
張
鏺
御
.勘
定
.：..：：̂

窣
！̂

處
;;
;"
於
御
屋
形
鐵
其
浦
村
定
有
之
儀
を
相
破
、
右
.樣
之
義
御
領
百
姓
江
被 

付
^
筋
無
之
旨
被
篇
㈧
'
然
ル
_處
御
支
郦
5
5
‘
ゐ
X
:;'
-
:月
廻
旁
御
利
解
^
御
座
外
 
一

i

付
、
無
餘
義
同
卅
五H
右
貝
類
丼
船
人
夫 

V

と

も

村

採

人

共

江

^
渡
遺
^
處
■、
：
：
不
：
得.|
|
1事
ぅ
.貝
_
船
稹
致
'し
、.，
御

當.地
問
屋
：̂
^
^
^
^
^

七
郞
兵
銜
店
貝
問
屋
右
之
河
瘁
今
而i

.
河
原
村
百
姓
吉
右
衞
門
と
申̂
め
貝
積
船
捕
押
、

：

右
貝
類v

勿
論
、
に
么
ヶ
船
鸷
艘
、 

vt e
具
幷
斗
樽
共
不
錢0
|字
：不
明)

.：方
江
相
«
ゲ

1
」

札
取
S
 

:猶
追
.て

捕

押

可

申

杯

罷

在

：
办

處

.
"
：
：
叉

杯

此

節

大

森

村

酉

姓

又

右
 

:衞

門

、'又
：
五

郞;»
八

：五

郞

、
.：
市
5:
郞

、
：1£

ぃ■彼
是
差
留
^
も
办
共
パ
即
糜
チ
打
殺
昨
辨
パ
不
容
易
義^

^
、
其

外

相

手

村

五

油

馴

合

、
品
ふ
：不̂
^
稼
致
、
U
お
.ち
突
、
赞
引
、 

.暴

■

肥
*
:
S
，

：他

村

他

浦

江

：入

預

^

 

明
淵
、1,

之
婣
迄
も
罷
出
-
纖
邮
共 

一

」

稼
場
，
5

差
娇
、：
M
物
.一1
取

揚

吒
.魚
貝
賣
買
注
.戶
»

し
：仕
、\
何
檨
及
懸
合
外
而
も
？

八
.ゲ

浦

ー

毓

議

差

障

、
'
渡
世
衰
微
仕
、
.
：難
澀
至
極
仕

^

間

、
、

不

得

止

事

、

v

今
般
御 

.■

始
宋
被
爲
聞
江
譯>
:

_字
：村
夂
役
人
共
其
外
仲
胄
致
^

も
.
0共

、
：;.
't

同
被
召
出
、
：不
法^

*

j
逸
i

御
吟
味
之
上
、
：

：

御
裁
許
御
觸
渡 

„
:じ

^
趣

蒗
':
:>

堅
相
守
ノ.藻
通
^

沖
之
方
獵
肺
共
镓
場
不
差
妨
''
^

前
3

通

磯

附

響
^

眼
¥

»

村
他
浦
^ :

不
入
迅
>
冶
 

而

藻

 

類
肥
t

取
之
、V
寶
買
义
勿
論
伸
貿
問
屋
：紅
戶
顧
し
等
、
：，

.诀
而
.ふ

仕

、
、
；
都

而

^

M

*
'-
'
:t:

敷

義

無

之

ひ
.私

共

補

S
無

恙

浦

役

御

招

向
柑
勤
"

渡
世
永
績
相
成
様
、
.被
仰̂
a

下
置
度
、
擧
而
奉
願
上̂

以
上
、(

下
略〕

」

右
漁
村
八
ヶ
繁
ら
小
田
村
以
下
欝
村4

對
す
る
霞
は
同
年
七
月
廿K
日
に
受
f

れ
、
十

一

月

二

日

霞

所

齒

出、
0 

決
す
べ
き
旨
が
通
達
さ
れ
た:0
即
ち
小
.田
村
の
役
人
達
が
惣
代
と
な
つ
て
左
の
如
き
受
書
を
相
手
方
に
渡
し
て
ゐ
る
。

「

拜
見
證
文
之
事

一
六
ヶ
J

物v

と
し
て
貴g

方
三
人
Z

我
等
北
ハ
相
手
取
魚
獵
出
入
御
中
立
、
深
谷
遠
、皆

様

迄

被

及
H

r

す
ル
上
月
ー
百
御 

差
日
御
尊
判
顶.戴
_

外
付
、

.村
役
人
、
五
人
組
一
同
立
；會
拜
見
承
知
仕
外
、
御
判
物
表
裏
墨
付
汚
等
無

S

獲

リ

置
"

的

通
宛
.持
參
答
御
屆
可
申
上
旨
、
從
御
奉
行
所
糠
被
仰
渡
之
趣
御
市
通
じ
被
成
、
是

又

承

知

泰

々

、
尤
,

翥

蜜

組

限

拜

見

證 

文
差
出
阼
ト
V

、
御
差
日
西
日
以
前
御
刻
騰
、
急
度
出
府
答
御
屆
可
中
上
'
 

仍
•拜
見
一
礼
差
出
申
ぎ
如
們

I

P

天
保
十
一
子
苹
八
月
四
日

名主：甚
左
衞 

年寄平

 

'
兵

間
宮
IE

五
郞
知
行
所 

同
州
同
郡
同
村

羽
田
海
面
線
方
に
郷
す
石
紗
歌

組 名
頭 主

% 權 藤  

%

兵

MJ
P衞

:

蔵 衞

C
1

七
〇
1
5



5

0
 

c
l
.

七 0
1
0

>' 

-
4 

■

!
 

^
 
i
 

. -■
■'
 

J 
.
.■■■
I ン

御

菜

六

ヶ^;
傲

代
：
;

:
 

'
:

.

.

.敎

田

獵nl
!
i町

,,
.

..
;
組

頭
.利
.
' 

.
'

助

殿

， 

::
御
林
獵
師
财
：
ぐ

••'
.
.
.
獵
.
頭̂
.，.：
忠
.：̂

衞

殿
，.
.

小
幡
廣
物
知
行
所.
i 

.
4
.
i 

•

,

'

い
'
 

冏

州

同

郡

同

村
h

■

i n

 

郞

典

m)

五郎右衛門

中
衬
八
太
夫
御
代
官
所
：

.

.

、
，
.

 

同
州
同
郡
間
村

ベ

.

名
.生

承

.
兵
i

衞

;
:
'
:
'

ぺ：ド

、
.
‘'-
-ノ
同',
-
.
'
-
左

五

右

衛

門
 

油

組

々

化

濂
.
* 

ノ

差

添

人' 
■
年

寄

八

—

門

:

.

.
同

；
.
親

傅

.

.兵

:
衞

こ
の
綠
狀
+
frf

ベ
t

fr

た
#

タ
が
^
.
べ
；て
偁
夂
に
艘
し.
_て
'
^
る
1

仓
ゼ
思
は
れ
み0
.
唯
名
宛
が
八
ゲ 

六
ヶ
浦
に
な
■ 

つ
て
ゐ
る
规
由
は+

分
：に
：解
ら
說
い,0
,こ

：：

の
：訴
訟
は
容
易
に
！̂

が
縣c

ら
ー
れ
故
か<?
■
た
：。:■'
■■
夫

：
保
十
一
^

十

 

一
一
：

白

，
に

取

調

が

ぁ 

り
、
そ
の
緒
證
農
村
侧
に
不
利
で
あ
ク
得”っ
農
村
側
ば
こ
へ
の
取
&

に
不
服
で
あ^

で
天
保
^

^

^

 ̂

谀
好
、
パ
田
..
 

下
新
田 
>
靈

、
：：菅

襻

等

ゆ

組

幕1^
ば
.

「

海
面
稼
龙
仕
來
リ
書
馨
提
祺1>
て
、
ァ
そ
：
の
.
旨

を

訴

べ

 
'て
ね
.る
9

こ
の
*

面
は
叉
農
村
侧
の 

主
張
す
る
と
匕.ろ
を
知
る
^'
'

と
.が
出
來
る
:0

い
'
:
'
'
V
.
へ
:::.

■
マ
'

'
匸
：

■

:
-
 

•
「

一

翼

村
.
X之
儀
衮
於
海
*

“一

肇
' 

茛
類
其
外
仕
來
之
小
獵
尤
翼
見
突
赘
引
黑
小
引
網
海
_

麗

镓

>
'
田
畑
肥 
'一
一
仕
、
農
®

^
 

小
之
瓦
姓
,

ぼ
主
海
间
罷
3

^
右
貝
類
小
«

^

卟
而
、;'
:!黎

寘
;^

納
、..諸
御
役
3

_

人
足
共
相
勤
者
さ
付
海
而
稼
方
之
愕-
 

御
却
地̂

^

肝
要
み
相
心
得̂
^

^
求
^

^

小
瓦
姓
典̂

^

^
鑛
茴
ー
方
之
稼
を
以
、
夫
食
邦
薪
其
外
諸
色
迄
買
訊
今
日
經
營
韶 

在
^ :

故
、.
今般：
習
作
愛
浦

,

私
共
村r
相
#

取
1:
伸
中
，
去
丑
士
月
十71
.
日
論
所
地
御
改
と̂
^

向
島
眞
_

檫
、 

小
戦
好
之■

薇
御
出
役
之
上A
;
:訴
答
杖
xJ
«

i

i

^

i共
御
見
分V
_
H
^
+滯
留
中
私
共
村i
御
撿
地
帳
、
御
割
付
等
"
明
細
御
取 

.

©

之
上
.、
，
去
丑
中
一
一
丹
卄
宄
日
品
川
宿
餐
：旅
宿
、

#

>

紕
霖
合
拾
七
夂
材
之
者
共
妒
ロ
^

!

書
被
仰
付;>
右
ロ
書
奥
御
詰
御-
 

文
！

義

.外
隞
、_

訟

方

眷

共
.

ロ
尤
#

取
刖
.ニ【

相
成
、
：
私
共
村
ュ
惣
代
* '

次
申
立*

廳
上
<

条
分
御
取&

二

相

成
‘ 

肩
佩
甘
之
两
薇
草
船
裸
永
之
農
t

* :

艘
.に
付
永11.

ー
餘
文«

袋
百
姓
典
鮮
ふ
藻
草
船
所
持
致
し
^
と
わ
申
分
難
立
趣
被
朽 

渡

嶽

我

-

,;
:\r
:
:
.
.
-;
'

.:
-1

T
.
:
:
.
.
.
:
:

•;

.ゐ
'ぃ
.
'
.へ
：
A
 パ.
-■
;

■
■
‘•
 

.ニ

.

— 

.
‘>v
:

i
vi
:

、
','
•
•〒
ン

、:•
 
•)

パ
,

.へ
::
..
'
.
V 

パ
 

'

貝
藤
取
拔
御
年

’
.”貢
上
：廳
食
足
合
ュ1

^

^

吒

贫
#

傲
之
度
备
ハ
今.と
^

« ;
^:

寥

ん

別

之

儀̂

多

分
«;
-
相
成
、
爲
 

之 >::

觀
師
共
も
同
様-
家
數
船
數
相
增
居㈧
義

-1

御
座
办
處
、
獵
師
共
其
儘
被
差
置
、
百
姓
共
江
而
已
御
察
當
有
之

^

而
t

難

爾

獄

裏

變

る

氅

，
. 

E

.
ブ

(

1
.セ
0.

五
.
>



.初
出
海
面
稼
方i
^

K
s'
f e
'

爭：

.

. 

1
0
1
1
1
. 

(.！
：

七 O

 

六
.ノ

■'跪
仕
;̂
U
r
.
;
.
.
-

ハ
し
.
'
.
.'
:
.
.
, 

u
-

' 

* — 

.... 

■

.
 • 

< 
:.
 

-■■■■,
 

■
 

■
 
*
 

- - 

.
••
;
-V. 

. 

-

近
衬
V.
御
醫
導
御
見
合
撕
座
ば
處
、»:
耿
簕
％
私
共
村
1'
同
様
1
1
:
银

'養
村
ぞ
モ
而
肇
貝
類
を
以
耕
作
致
し
、
御
年
貢
上

.;
,此
墩
近
村
i
御
割
付
御
2

貝
卜
：納
方
之
儀
も
同
檨
ニ
 V

御
座
^

得
共
、
右
近
村
i
江V

私
共
村M

ょ
り
多
分
入
作
-

n

罷
越
耕
作 

.
仕

、

右

肥

類

之

_
.
も

不

殘

海

面

^
貝
藤
取
揚
、
御
田
地
相
養̂
間
、
右
近
村
.：X
之
分
も
御
田
地
手
參
不
中
無
滯
御
年
貢
上
納
相 

成
#

^1
、
共
h
,海
邊
附
衬
彡
I

村
®

-犬
#
海
面
沙
除
阑
堤
符
之
、
.大
破
之
節

.V

御
普
請
被
仰
付
^
得
共
、
小
破
之
f
 

自
费
請
テ
取
耱
申
ゆ
故
、.不
事
之
入
用
唯
ぶ.多
分
相
懸
が
中
昨*
.殊
4
:
.近
年
御
新
田
多
分
出
來
申
昨
、
，海
邊
堤
際
水
地
之
場
所 

「

”

迄
—

撿
桃
御
高
太
.一
一
付
，

猶

更

以

鼻

請

之

人

：用

多

^

■:
?
.
.

氧
保
十
五
戍¥
御
栽
許
御
公
儀
樣
御
書
觀
御
請
.證

文

：
虫
喰
一
一
相
成

.リ
不
_

分
^

卜
7

、
；
私
典
村
义
彳
差
出
^
弁
御
裁
許
御
爲
寫
所 

:
:
:持
蒲
祖
阼
分
も
、
‘
.良
己
之
書
留1
1而
御
信
用
難
爲
遊
被
仰
渡
吃

:

.
"此
段
荇
御
栽
許
之
儀f

享
保
十
五
年
伊
奈
半
左
：衞
！

Z
様
於
御
役
所
ニ.被
仰
渡
^
處
1其
以
前
羽
田
獵
師
町
と
私
共
組
合
之
內
、 

.

.稻
荷
新
田
、
大
師
河
原
村
、.河
中
嶋
村
と
貝
雜
取
揚
方
之
傣

I
-

付
及
出
入
^
處
ノ
享
保
十
巳
华
御
栽
許
被
仰
渡
二

V
、

i
師
百 

姓
共
貝
藤
賣
買
之
儀.
<餘
度
可
爲
停
止
旨
被
仰
渡
、
然
ル
處
其
後
又̂
右

村

町

之

も

の

共

及

挥

論

出

入

，
一
相
成

^
處
、
前
書
之 

.

.通

.岡
十
五
戍
苹K

御
栽
許
被
仰
渡
.

n
'

獵
.師
：之
儀
そ
先
達
藻
草
貝
類
取
之
寶
買
之
儀
，そ
令
停
止
と
い
へ
共
、
輕
キ
獵
師
共
及
渴 

.

命
之
間
‘ 

.
7r
:拾
.錢

三

拾

錢

宛

，、
、
代

替

渡

.世

可

致*
百

姓

之

儀

も
.手

取

之

貝

類
*

^
儀
ハ.：
令

停

止

と

い

へ

，
共

.
、
，
.
末

立

之

百

姓

共

及 

揭
命
之
間
、
..近
在
江
持
遝
、
贰
拾
錢
三.拾
錢
宛
'、
代
替
渡
世
可
致
被
仰
渡
、
尤a：
戸

間

屋

仲

間

等

、
江

寶

渡

.中
間
敷
趣
、
百
姓®

.
»■
共
双
方
江
被
仰
渡
，
夫
ぶ
引.續
於
百
姓
共
.

r

も
勝
手
次
第
賣
買
仕'外
h
然
ル
.處
1
師
と
も
今
般
奉
出
訴̂
趣II

而
t
、
百
姓

.

共
t

t貝
藻
賣
買
之
儀
{
不
相
成
趣
相
'心
得
居
^
得
共
、
前
書
^

卜
’沙
猶
.，
享
保
之
度
御
褰
免“ー
相
成
1/
>
以
來
、
別
段
御
载 

.
:許
等
無
之
、.數
苹
之
間
百
姓
共
是
迄
毛
無
滞
渡
世
龍
在
申
昨
、--'
'，
へ：
：
：：
：
：、
：

村
ド
限
相
稼
他
浦
他
村
江
不
入
錚
樣
被
仰
付
被
下
置
度
、

..獵
師
共
"
^申

立
.
ロ
書
被
仰
付̂
得
共
、

.

.此
段
先
達
而
御II
1
,役
様
方
江
書
•，
叫

を

以

奉
- ^

上
办
通
、
.他
浦
他
村
と
申t
私
共
組
合
拾
七
ヶ
村
之
儀{
敝
年
來
之
.沿
一
.
村

同

機 

_

，之
組
合
一
一
而
、
右
之
外
熊
出
办
儀
も
他
浦
他
村
と
相
心
得
、
都
而
拾
七
ヶ
村
下
疋
同
'樣
一
一
而
先

i

入

會

相

镓

申

^

場
所
一
一
御
座

.
vb

右
泰
申
，1
:外
迎
萆
保
十
五
戍
平
以
來
、
無
難
ラ
百
姓
相
續
罷
在
外
處
、
只
今
-一
至
.リ
故
障
等
出
來
致
し
^

而
{

御
田
地
相
？

タ
論 

數
千
人
之
背
共
今
日
肋
命
相
成
小
中

^

ノ
依
之
荒
增
之
譯
泰
咿
ト
’
^

通
キ
御
座
卟
己
上
：

，
天
保
'十
三
一
贫
ー.一
月」

：
.
-
:

し

か

し

農

村

侧

の

不

利

な

.：
こ

'^

が
.明

か

に.豫

测

ざ

れ

、

終

，
に

は

駕

籠

訴

ず

：る
.
#
も

ぁ

り

 

>
各
村
不
穩
の
傾
向
さ
へ
現
れ
始
め
た
。
從 

つ
て

卜

揭

の

.?
3
の
で
滿
M
II
1
.來
ず
、
.さ
ら
に
同
年
三
W
次
ぎ
の
：如
き
歎
願
書
を
提||'
|

-し
た
''
:
0重
復
す
る
と
こ
ろ

も
パ
ノ

な

く

な

い

が

耿

て
全
文
を
揭
げ
る
。
'

.

て
，.
：
：

,
.
.
.
V
.
' 

.

'「

乍
恐
以
書
付
御
歎
願
雍
中
上
办''
'
.
:
.
/

厂

，、
,
_
ゾ 

.
：
:•
:
.

御
^

官

黑

華

左

衞

門

、.關
.保
お
衞
門
立
合
當
分
师
預
所
、

(

.武
 ̂

同
大
朗
河
原
村
同

”

屮

島

村

：同
.
3卜
-ぎ 

同

弋

爲

村

、
、
：

.同
將
田
：村
、
：
.同
下
新
田
村
、.同
汐
田
村
、.'
:同
菅
澤
村
1

右
兩
人
立
合
御̂

所

’ゝ
間
宮
新
次
郞
フ
捭
裴
與
右
衞
門
、 

ト
幡
監
物
知
行
所
同
州
同
郡
小
田
村
ノ
右
华
左
衞
⑶
保
右
衛
門
立
合
當
分
御
放
所
同
州
同
郝
東
西
子
安
村
、
‘
お

拾
亶
ヶ
利
役
人
惣
代 

方
之
名
前
之
背
共
：

1
IH
-
J奉

中

上

昨
,:
:

:/
:
 

.

羽̂
|

海
而
：.稼
方
杧
關
ず
る.歡
举
' 

l
'
0
'
l
i
r (

1

七
0

七〕

.



:
.羽
0-
)

海
面
稼
方
，に_
す
：
：
る
紛
：
爭

 

一Q
四

0

ー
，
七0
八
0 

.去
么
T

r

月
中
右
刚
人
銜
贫#
1

1

辟̂
原
郡
南
品
川
獵
師
町
.
^同
州
橘
樹
那
神
奈
川
獵
師
w r
i g

六
ケ
沛
獵
師
傲
代
共

〜

、
^

共
村
} 

.相

叢

、
：，魚

獵

川

產

皆

、
，
：深
谷
遠

_

様
：':御
勘
|

_

御
勤
役
小
い
奉
織
御
吟
味
.

^

御

同

人

様

驟

役

ニ：；

付
、：
佐
機
長 

卜
^

伊
.

Si

御
弓
渡
，

il.
相
成
，‘.猶
.又
1
晶
ヵ.
.巧
十
.
八
，.日
跡
部
能
凳
寸
樣
沈
御
引
渡
之
養
右
於

«

0

ホ
樣
御
奉
行
所
被
仰
渡
、
.
御
同
.人
樣. 

稱
怜
味
中
、-

所
海
面
難
御
決
ニ
付
、
：：

|

十

月

：
中

御

評

：
霜

御

出

：役

：、

_

所

猜

御̂

/ 

_r

丨
r

訟

ナ

.

？>卜

す
H
,獵
.卩
ロ
.江
.御«,
&

有
之
同
廿
五
日
迄
同
所
、

71
瓶
滞
留
、
同
日̂

十
.
.ー
月
七
日
迄
；池

上. ^
田
0:
^

正
^
 

.•て

•夫
〜
.：

W

奈
"
宿
火
森
村
江
御
滞
留' 
右
御
逗
留
中
訴
答
共
、
村
柄
幷
論
所
海
岸
共
御
見
分
之
上
双
方
江
御
撿
.地

帳

、
御
割
附
、
人
別 

....「

帳
、並
^

答
證
脒
書
類
^

殘

差

出

可

忠

羅

仰

渡*
非
外
願
意
等
将
之
冲(

>
.
:、：每
又
茛
細
書
面
を
以
可
中
立
皆
被
仰
渡
^

1
ー：t

.
私 

.

1
M -
-

J
之

儀

、
先

年

御

栽

許

衔

之

.

^

M來
藻
m

靑
佐
貝
類
.f
太
卷
腰
卷
手
取
、
其
外
魚
獵
之
儀{
落
突
見
突
簧
引
黑
こ
»]
|

網
海

I

海

農

取

、
。|

之
稼
を
以
、
數
苹
來
海
面
稼
相
續
罷
在
撰

U

付
、
別
義
規
之
儀
可
相
願#
念
無
御
座
、
其
段
委
細
證 

,轰

泰

屮

上
.:
\
,
'
殊
ラ
私
共
村
莩
保
十
擊
羽
田

#
師
附
iJ
#
馨

之

两

：稲
荷
新
田
、
火
師
河
原
村
、
川
中
撝
村
と
海
而
琮 

方
之
儀ir

付
及
出
人
外
處
’
同
年
御
裁
許
被
仰
興»
師
之
■

ー

蘩

貝

類

取

之

寰

質

迖

儀

パ

以

來

致

間

敷

、
へ
.
西

姓

之

儀

も

乎

取

之 

貝
類
寶
卟
儀
楚
乂
以
夾
決
而
致
間
敷
、
双
方
江
右
賣
貢
御
停
止
被
仰
渡
、
然
ル
處
海
面
稼
方
ニ
付
、
獵
師
百
姓
間
柄
不
成

f
、
依
之 

^
書

村

町

之

考

共

猶

：
又

及

稗

論

出

入

：
ー

1
'
.
褪

成

、»
節

御

支

配

伊

奈

：屯

左

.銜
門
樣
於
钾
役
所'
 
ー；伸
御
轧
明
之
上.、
へ
同
十-5
:
戍
戶
孓
御 

裁
許
被
仰
渡
フ
盤
之
儀
を
藻
萆
貝
類
取
之
寶̂.
•
馨

：停

去

暴

年
_
渡
昨
得
*
: >

:輕
キ
‘徽
師
共
及
渴
命
之
間
、
：.7
1.
拾̂

セ

拾
_

:̂ 

代
替
渡
# '

可
致
、
.
苒
.姓

之

儀

も

手

取

資

類

寶

昨
^

^

停

血
<?
:

:

-

^え

共

，
*

ょ

之

苗̂

^

^

及

揭

命

之

間

、
是

又

近

在
'2
1
:
持
,

 

«

拾
.錢
ー1
1
.抬

錢

宛

：代

替

渡

世

可

激

旨

、
双

方

注

御

慈

悲

之

御

•裁

許

被

仰

渡

、
且

沈

戶

問

屋

仲

買

等

注

寶

^

儀

一
切
^

_

成

趣

被

仰

，̂

外 

上
t

A

獵

餌

共」
t

■
眼
y

.

勝

手

傲
.

^

®

f

買
^

^

^

儀
i

中

儀
'^-
.そ
.

-

^

^跗

敷r
.

獵

瞰

紀

百

姓

も

心

樣

遠
^ :

欲」
f.

長

.
じ
、
'
金

錢

融
通
_

卧
^

1

^

,.'
1

_
戶
陬
1 ;
&

1:

警
挖
贸
作
6

ぇ
@ :
'
ね
剛
» :

お
胍
撕
^

場
-へ
相
疙
”
斑
む
乱
^

#

_

術
):
11';» :

外

趣

ど

、
：

.
勸
救
村
“

古
舲
*

^

$

吣
ゼ
秦
ズ
漱
知
敝
船
咖
卿
#

御
座
1

ァ.、然
;1
/

辦
寬
政
矩
中
貴
類
が
ら
(0

ま

-|!
|

畑 

ル
歲
_

昨
1

^

搬
1'
_

6

_

霉
|1
|

手
相
成
办
キ
使
和
客

.
_
盖

衫

昨

儀

藝

御

遲f

呼

*

,
俅
興
|

獵
帥
部
烛
和
融 

^

以
>
:
双
カ̂

铸

附

鼠

中

買

攀

證&

、€

姓
共
む
御'庇
內
^
耑

苗
姓
海
商
橛
f

付
而
r

寶
買
言
不
相
成
樣
“一

、机
也
懲
欺
共
V
箱

體
事
保
着
鄉
裁
許
以來
、
.
苜
姓 

I

覺

i

御
i

之
I

滴
f

 

f

.
是

觀

I

裔

觚
S

蔷糧在私兆村

i

衝

备

窜

相

躕

多

人

別 

:御
田
也
ニ
：：方
之«
舊

〔

で

ス

屮

滅

、

「

«:
:
左 

海
面
新
題
末
州
一
一' 

至
1

悉
グ
御
檢
地
S

人
，

寒

&

川n

取
卷
，
用
水 
<
梁

に

V
、

づ
i

鶴

兩

難

が
f

 

f

 

f

 

i

f時

、霞

旱
S

 
く
，
稻
荷
新
田
秦
S

迄

襲

ゲ
f

儘
も
，
高
I

千

置

、
人
別
t
九
千
.六
I

余
、 

御
田
地
i

百
六
拾
.町
歩
命
-
お
御
田
地
过
窗
Z
取
換
ゲ
I

人
外
分
、
金
f

i
樹
ゐ
而
田
方
寶
分
江
命
三
分
位
、
 

畑

產

分

聖
.

1
粢

位

宛

、ぃ
貝
赚
肥
牽
人
不I

而
む
.、
耕
作
相
成
轉
右
代
金
凡
六
千
四I

余
S

成
典
外
近
村
托
六

ヶ
种
江
f

冲

氛

I

骼
I

作
仕
S

、
凡
亩
卄
町
歩
余
人
ギ
右■
類

案

殘

是

慕
I

.
暴

鼓

f

、
、
御

年

羣

永

キ
ト
作
米
永
義
出
.
'前
_

.忘

赃

b
:山
林
■

無
之
_踅

故

、「

竹
木
■

■
!

座
、
蚌
姓
末
.
i.之
辤
雜
殼
丼
議
之
薪

:

5
奪
-
.
.
.
象

翁

齡

其

I

鋒

な

S

ハ■
座

當

t
、
'誠x

村
P
遠

鏡

面

之

警

鄉

田
.地
同
機
.
•無
此
上
'大
切
肝
¥:
翁

と

小

前

末

差

相

心
#
、
姝

重
1;
氷
呑
之
も
の
#
艾
：
日
I

f

 

還

、
f

限

い

相

働

办

而

盖

食

繁

麗’
淛
肋
蜜
在
■
靡
雾
六
ゲ
村
之
も
行
所
様
江
屮
立 

令

御

灘

f

用

向

相

豫

右

麗
s

、”
l

ど

為

掎
f

看

常

i

題等其芸

：

羽E
.

腺
$

方
§

言

襞
 

一
s

 

(

1

S

ヲ)



羽
田
-海
商
稼
方
に
.關

す

る

紗

發
. 

J

o
-、 

C
I
b
t
o
)

爲

典

，

百

糞

嘉

S
役

之

駿

立

造

共

私

共

，
於
村
ん

も

諸
御

奉

s
g
尊
刺

幷

諸

御

役

人

樣

方

，

其

外

諸

家

様

方

等

一

M
迄
.
御
用
之
度
铜
印
紙
を
以
、
油
御
觸
書
相
廻
ヅ̂
節
そ
不
限
畫
夜
、.刻
付
.を
以
、
：；浦
方
同
欉
御
繼
立
御
用
相
勤
、
其
外
御
用
|& 

ふ

及

中

、
諸
阈
諸
通
船.共
難
波
船
等
有
之
節V

急
束
助
船
數
艘
差
出
、
無
怪
我
様
夫i
取
斗
世
話
致
遺
し
、
且
叉
汐
田
村̂i

l
l

 

坷
七
片
小
蛤
小
魚
卜
：納
被
仰
付
、'右
御
用
向
相
勤•：.

然
ル
處
海：

黯

役

杯

と

申

僞

申

立

農I

圓
Ir
得
其
意
、■:殊
更
ば
羽
田
村
之 

も
の
共
を
全
海
面
無
役
ニ.て

御

座

遠

、
於
海
断
肥
之
類

V

勿
論
之
,

銘
i
:獵
®
所
持
致
し
，
獵
師
同
様
相
稼-
就
而V

鈴
木
新
田 

と
申
す
獵
如
町
名
生
弨
艽
右
衞
門
儀
、M開
發
漸
或
拾
.ヶ
^
以
來
新
開
>地
.ー1
:
.
御
坐
^
處
>
右
百
姓
典
當
時
獵
師
同
様
、
獵
船
數
艘
所
持 

い
.

4:

し
、
摩
獵
業
相
#

>
,右
て
羽
田
獵
帥
町
之
者
北
ハ
そ
兩
村
共
左0
之
儀
故
-
見

遁

歷

卟

次

第

可

有

之

哉

遞

.
一
一

 

得
共
、
今
船
訴 

訟
方
之
内
、
品
川
御
林
町
生
麥
霧
神
奈
川
、
.右
五
ゲ
.沛
獵
師
町
之
.者
共
、
、

右

躲

羽

田

鈴

木

新

田

海

面

無

役

V.

勿
論
' 
百
姓
に
て
も 

勝
手
儘
.一
一
獵_
相
稼
办
{
打
捨
置
出
入
訴
外
致
し
、
私
共
村
ズ
；仕
來
之
稼
方
も
差
障
リ
及
出
入
1̂
始

末

重

：
ュ

雛

心

得

.
右
前
文
之
趣
、 

去

丑

ノ

十

月

十

二

月

中

迄E
細
之
需
岛
着
衞
樣
小
野
好
之
助
様.

y
r

私
共
村m

傲
代
,

申

立

昨

間

"

是

等

之

儀

美
 

度
御
取
締
、

是
迄
御
裁
許
之
御
振
合
姦.取
捌
被
成
下
置
S

儀
と
奉
存
s

、v廉
X
逸
ュ
御
取
調
も
^

去
进
ノ
ト11

月 

卄
五
日
品
川
宿
於
御
旅
宿
、.村
ぶ
傲
代
共
江
ロ
書
被
仰
付.一
同
奉
驚
入
、
同
人
共̂.
:
ロ
書
之
趣
承
知
仕
篇
、
百
姓
共I

立
昨
廉 

i

少
も
御
取
用
無
之
、
又C
.ロ
書
御
除
1
5
成
外
儀
多
分
有
之
、
且
數
年
之
間
鬆
守
、
海
面
稼
相
續
寵
在
雇
保
十
五
戌
年
御 

裁

許

之

儀

も

、
，
御

本

紙

之

儀

v

虫
唆
ニ
相
成
霜
分iMr.

付
、
村
ム
御
寫
と
し
て
所
持
罷
在
作
古
帳
之

儀
，，

，自
己
之
書
留
}
て
御
信 

爪
難
被
成
-:'
且
近
村
之
御
割
付
等
御
見
合
御
坐̂
處
、
御
取
箇
向
同
様“一
付
-
海
邊
附
村
ぶ
_
面
/
取
揚
外
肥
類
無
之̂

而
{
御
田 

地
|
作

1
.御
¥
貢
上
納
相
成
兼
卟
と
の
申
分
も
難
立
趣-一
、
ロ
書
紙
仰
#̂
办
由
御
坐
W
得
共
、.
.是
{
旣
敗
村
J
之
儀
，

v

私
共
村
i
之 

も
の
共
多
分
入
作
仕vh
故
、
細
田
地
も
^

衣
.申
、
都
而
海
邊
村X

海
'̂
通
、.
大
場
^

^
除
節
堤
^
之
、'
-大
破
之
節
t
前

却
普
W

被
仰
#.
昨
#:
*

、
.小
破
之
節
ぐ
华
狀
無
油
斷
村
辖“一.佐

田
地
御
高
人
：：|

-

:堤
之
手
入
：怠
リ
、
汝
爲
押
入
：卟
而<
丹
誠
之
与
怍
菡
樣
空
相
成
、'共
上
御
年
貢
<
辨
納
キ
相
成
± 
一

V

付
-
可
成 

丈
ハ
自
齊
請
を
^

^

取
辖
、
侬
之
1

余
宴
之
入
用
蠶
相
懸
リ
、
ー
*'
ー

私

典

村

ュ

藻

草

船

役

永

上

納

之

|

蹵
艘
一
一
付
永

一
て拾 

文
f
:

相

貧

リ

、
：
然
I

銘
I

草
船
脱
持
致
し
居S

難
御
取
枇
被
仰
f

由」

5

坐
8

共
、
右
者
享
保
之
度
と
只
今
とハ
村
.
 

叉

d
も
铂
咏
.、
R

»
師
共
迎
も
前
i

は
養
船
數
多
分
相
增、
然

私
共
村
ふ
江
而 

巳
厳
A

察
當
被
仰
聞
、
，ニ
，同
i

入
、
：f

當
村
御
高
入
御
新
田

御

代

宮

様

ょ

り

御

米

撰

立

方

1

8

1

」

一
付
、
格
M

出
精
致.じ
、
御

米

猱 

殊
i

霧

に
 

て
：

1
:

ッ

橋
i

、
：.v田
|

御

借

場
#

'

.

婶

騰

御

用

向

丼

與

け

も

等

之

御

州

#

相

碑
^
^
^
^

一一̂.
a i
v

旁
以
右
海
面
稼
方-
百
姓
共
寒
支
昨
機
成
.行
^

而
.^
-

''
*
火
.高
^：

町
步
之
御&
地
相
續
相
成> r
汁
.
.
自
然
亡./!
r
'
に
も
可
柏
成 

大
勢
迖
苗
姓
共
底>
镓
方
ー
ー
相
離
れ
娥
死
も
苛
仕
筋

」

暴

入

，
截

蚩

夂

苛

及

退

轉

ォ

外

無

御

座

、
且
芡
锏
出
役
椅
カ

^
^

I

JI
:
:宿，

羽
田I

師

町

名

：

主

彌

.箬

衛lu
J義
當
W

舂

廻

狀

豫

傷

M

類

之

儀

為

代

官

茳S

 

切 

.
不

篾

趣

認

人

 

>
.村

下

微

蠢

し
i

響

■

_

出

卟
i

、
：
：
小

前

1
.

羅

入

，'右

寶

買

之

警̂

ユ
：|

鄉
差
_

之
處
、

：：

右

漏

御

：藝
W

町
_

威
を
以.、_

雜

不

法

之

迴

繁

差

出

歲
 ̂

.平

速

產

御

役

所

江

翼

利 

-
々
：.汐

相

繁

處

，
御

役

所’
而

も1

向
御
_

も
：無
之3

覺

1

#
御

取

調

中

織

夠

與

段

御

出

役

先

江

中

1

處

_

之
摩■ 

i

p

書
禅
除
.
〒
柑
成
、f
:

ボ

备

來

獵

師

馨_

顧

_

見

德

敢

翁

仕

忘.も

難

补

气

警

及

織

亂

、
妹
ニ
多
人
數 

之
#

耽

、
ゾ
ー
同
_

騷

立

菝

醫

成

播

等

不

論

是

非
I

先
方
二 
5

忽

#

違
、
ニ

憲

相

失

外

為

も

出
■

申
哉
と
K

和
妆
人 

共
.
ラ
お
ゐ̂

^

其
心
配
仕”
就
屮
击
十一 ::

月

中

御

出

撰

書"'
.
.
.羽
田
獵
師
町
御
止
宿
之
砌
,/
>
'吉
田
左
內̂

中
胬
書
狀.三
迎
持4

い
么

羽
I

黯

方
i

f

攀
 

一b

セ
' 

(

一
七
一一 )

-
"



:

移 

E

fli
#

^

®

*$'
:

p
 

:

ブG )
-

\-
-

U

 
セ M

1
>

':::: 

,し
--
>

#
用
宿
^

^
ヴ
”御
«1
1

ガ
.江
御
_
會
|

|

之
、：；̂

物
^
様
街
安
必
不
掛
^

#

マ
邶

出
役
鏺
^
1
1啟

，::
',*
?
^
1
#
狀
を
乍
.恐
#

見
^
§
:

^

&祐
^

1

^

_

:
§
1

^

1

:

0

^

3

御
呼
迗」

1 

S
 御 

'立
合 
M へ
 

B
ft
^

a
齋
通
鹚：

向
*5
眞
^

i

 様
！！：

|
|
1
^
1
:
|
_
_

被
成
办
:-
>

^

^
绰
#

共
^

^
嚷
蒞
^

^
.右
3

^

^
不̂
き
羽
(-
|
1
■f}
l
l
l!I
r
rli

■

相

敗

馨

勸

斗

漦

孟

、
儀

襄

兹

と.

^

绿

#

&
被
仰
聞
'\
»

後
4 

;
向
御
»

聞
_

_

‘御

親

马

相

成
_

.

、
' 

:

承
知
仕
^
、
：
 

出
#

#

 

«

被
^

!

儀̂

坐

寐

間

？
 

昨
！̂

前

之

#

^

相

愼

標

處

恐
 

齚

鼓

方-
i

^

ô-
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替
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猜
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双
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萬
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濟
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熇
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御

^
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と
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仕
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上
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右
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付
軍
而
双
方
^
御
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天
衆
十|

年
七
月
に
始
棄
つ.た
こ
•
の
琪
件
は
、1
1率

越
亡
，
天
保
十3
年
十
1
冶

^
 

最
後
の
女
書
中" 

被
告
村
|

中
に
羽
田
村
及
び
鈴
木
新
田
の
ニ
つ
が
加
'へ
ら
れ
て
ゐ
る
が"
£

れ
は
"
御
箱
御
欺
願
書」

杧
述
ぺ
ズ
|

や
ぅ
方
理
由
か 

ら
追
訴
さ
れ
た
も
の
で
あ
ら
ぅ
？
こ
の
ニ
：ケ
所
を
加
へ
る

^

、
拾
九
ヶ
村
_に
な
る
が
、：

「

濟
ロ
證
文」

.に
組
合
村
4

拾
八
ヶ
村
と
沄
つ
て 

ゐ
る
の
，を
見
る
と
、
：
鈴
木
新
田
は.羽

田

村

に

加

：へ

‘
て
勘
定
し
.て
ゐ
.石
の
.
か
^

知
れ
な
い
0
へ
し
か
し
後
に
組
合
村
拾
八
ヶ
村.と
：
 
一

K

っ
て
ゐ 

る
も
の
を
見
る-
^

羽
田
村
友
加
べ
て
ゐ
な̂

^
即
ち
荏
原
郡
で
は
不
入
斗
’
來
大
森
メ
西
大
森
ノ
北
大
森
ノ
雜
谷
の
五
ヶ
村
ノ
橘
梱 

那
e

は
稻
荷
新
田
を
ニ
つ
に
分
け
ノ
六
郞
右
衛

E

組
と
：七
郞
洛
衞
們
組
、
こ
.れ
に
川
中
鵃
*
•■

池
上
新
田
、.
大
師
河
原
、
大
嶋
、
渡
田
、 

小
田
、
：'下
新
田
、
潮
.田
、
臂
澤
、
東
子
安
、
西
子
安
を
加.ベ
：

+

八
ヶ
村
を
擧
げ
て.ゐ

る

。
、
即

ち

こ

れ

が

天

保

の

凛
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.こ
の
和
解
.で
百
她
獵
師
の
間
柄
が
圓
滿
に
行
つ
た
か
如
何
：か
は
頗
る
凝
間

.で
あ
名
亦
、
兎
.に

角

磯

付

拾

八

.ヶ
村
の

：

海

.面

稼

方

は

確

認 

さ
れ
.た
も
；の
と
な
つ
た
。
兩
者
がW
突
し
た
1
例
と
し
て
は
:>
.
嘉
永
31

部
四
月
、

.羽
田
獵
師町

：.

の
：者
ザ
百
姓
側
に
暴
行
を
働' ^
た
事
件 

が
あ
秀
川
崎
宿
役
人
め
仲
介
で̂
獵
師
側
の
灕
屝
で
解
狀
も
ヤ
ゐ
る
が
、'か
.ぅ
し
た
第
件
は
大
外
の
程
度
の
差
は
あ
ら

5

が

、
：
^

邋
 

あ
つ
た
ら
ぅ
と
思
は
れ
る
。
セ
の
事
件
に
つ
い
て
”

拾
八
ゲ
村
側
の
訴
肷
瀉
及
が

「

羽
田
獵
師
町
ぶ
拾
八
：ヶ
村
江
蝥
出
办
記
,
1札
寫u

が 

あ
る
，が
!；
:
*
ぐ
、
に
は
後
者
だ
け
を
潔
し
て
置
く
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杧
關
す
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粉
爭
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當
村
町
之
者
共
、
海
邊
駔
脅
拾
八
ヶ
村
之
內
、
桂
原
郡
不
入
斗
村
百
姓
惣
五
郎
、
東
大
森
村
同
定
斤

•郞
、
橘
樹
郡
小
田
村
同
茁
典
衞
、 
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新
田
村
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.八
，部
其
衛
、
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淸
港
衛H
i

沖
者
、
當
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日
夜
、
小
田
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田
兩
村
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黑
小
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激
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程
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參
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双
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參
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書
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濟
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猶
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歸̂
,
.

)

銘
4

浃
4

御
村
役
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湖
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組
合
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代
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被
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祌
奈
川
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麥
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田
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尋
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神
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村
方
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田
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師
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進
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道

案
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典

广
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邀
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役
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備
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苹
外
か
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と
海
邊
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合
拾
八
次
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部
能
澄
守
様
御
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行
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件
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濟
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濟

ロ

證
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組

合

拾

八

.
ケ

村

而

黑

小

鬼

網
擻
艽
拾
五
帖
自
愛
ヲ
以
取
極
、
：：：右
網
擻

〜

余
慶
荷
之
^
て
可
及
褂
合
必
楮
別
々
肩
之
網
數
罷
川
相
稼 

•:
/
1±
場
所
も
村
ふ
地
附
村
下
ニ相
違
然
之
ザ
泡
場
所」

一
而
相
镓±
:

黑
小
曳
獵
師
共
彼
是
申
外
事
孓
不
都
合
之
申
分
、
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1
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先
苹
御
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今
而
御
利
解
有
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般
亡
脚
致
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仉
義
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〗

1̂

無
达
卟
得
共
靖
前
鬻
名
前
之
も:(
6

^

_

中
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儀
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^
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心
得
違
.'±
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黑
小
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办
外
間
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可
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と
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街
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御

釋
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狻
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相

成
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段

相

違
 

無
之
^

得
典
'̂

右
始
來
_

筋
^

而
受
御
調
れ̂
;

何
樣
之
義
可
被
仰
付
茂
難
斗
、
依
之
右
始
末
御
吟
味
以
前
、
川
崎
宿
名
主
三
右
衛
門 

殿
”

词
^

^

衞
門
殿
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>

--
'
'
'艽
浜
衞
殿
扱
人_

被
觉
入
_

柄
被
取
調
阼
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»村
役
人
方
注
不
沙
汰
善
黑
小
：曳
網
引
德
孙
段
1

相
詫
补
處
、

御
承
知
被
下
恭
泰
辂
ル
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f
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來
天
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十
.
3
寅
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濟
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證

文

幷

議

定

之

趣
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方
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違
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不
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様
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相
守;>
此
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ニ
而
{
藻
通
チ
而
魚
獵】

切

相

止

、

白

淵

之

場

場
 

一！
而

相

働

卟

を

、

向

後

手

荒

之

所

業

t

勿

論

、

不

糍

成

仕

出
^

ハ
r

、

此

書

而 

ヲ
以
如
何
様
共御
取
斗
可
被
成
卟
、
：
且
亦
前
書
预
來
昨

黑
小
嵬
網
：之
儀t
破
損
等
取
鞯
、
村}
江
相
返
可
申
昨
、
依
之
爲
後
證
扱
人 

連

印

之一

乳
差
出
中
處
如
件

」

以
上
の
諸
文
書
に
依
っ
て
見
れ
ば
、
磯
付
村
拾
八
ケ
村
は
天
保
以
前
慣
習
的
に

一
っ

の

®合
村
ら
し
き
形
態
を
有
し
て
ゐ
た
の
で
あ 

る
が
、
少
な
く
と
も
天
保
十
一
年
の
紛
爭
以
來
、
全
く
一

 

個
の
悔
邊
漁
業
組
合
を
權
成
し
た
も
の
と
思
は
れ
る
。
勿
論
そ
れ
は
農
間
稼 

ぎ
で
あ
っ
た
か
も
知
れ
な
い
が
、
麗

と

し

て

は

相

霉

利

な

も

の

で

あ

っ

た

ら

ぅ

。
八
ヶ
沛
獵
師
の
組
合
に
つ
い
て
も
、
又
こ
の
組 

合
に
っ
ぃ
て
も
、
.

規
約
そ
の
他
が#

し
て
ゐ
た
か
如
何
か"

未
だ
そ
れ
等
に
つ
い
て
は
何
等
の
資
料
を
も
發
見
し
得
な
い
。
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日
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海
面
稼
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に
關
す
る
紛
爭
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